
がん病態栄養専門管理栄養士

病態栄養認定管理栄養士

NST専門療法士

健康運動指導士







患者家族支援部門

相談 よろず相談

支援
患者家族支援センター
（緩和ケアセンター）

診療部門

サポーティブ・ケア・チーム

治療
化学療法・支持療法
放射線・陽子線治療
外科手術・内視鏡手術
IVR・骨髄移植

緩和ケアチーム 口腔ケアチーム、WOC
NST、リハビリテーション、リエゾンチーム
スキンケア、小児科家族支援チーム
総合診療（感染症、循環器、神経内科）

地域連携部門

紹介・受入

医療連携

研修

地域医療連携室

提供
患者図書館（あすなろ図書館）
患者サロン、情報処方
患者家族勉強会

地域連携クリティカルパス
がん診療連携
緩和ケア連携

がん診療研修
緩和研修
がん看護研修

患者さん・ご家族
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lasgow rognostic core



出典：Glasgow 大学McMillan教授の考案した
Glasgow Prognostic Scoreを改変





２０１８年９月～ 患者が入院生活をスムーズに送りより早い時期により良い
状態で退院するため入院前から支援を開始 （周術期入院前支援）

医師

看護師 歯科衛生士

管理栄養士

理学療法士

言語聴覚士



本例に対して口腔ケア・栄養状態・嚥下機能・呼吸運動機能について
入院前支援の要否のスクリーニングを依頼します。
スクリーニングの結果以下についての指示をします。
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SGA ： Subjective Global Assessment ● ● ● ● ● ●

MNA-SF ： Mini Nutritional Assesment-Short Form ● ● ● ● ● ● ●

CONUT ： Controllong Nutritional status ● ● ●

MST ： Malnutrition Screen Tool ● ●

MUST ： Malnutrition Universal Screen Tool ● ● ●

NRI ： Nutritional Risk Index ● ●

GNRI ： Geriatric Nutritional Risk Index ● ●

PNI ： prognostic nutritional index ● ●

NRS-2002 ： Nutrition Risk Screening Tool 2002 ● ● ● ●

GLIM ： Global Leadership Initiative on Malnutrition ● ● ● ● ●







【流れ】



栄養指導栄養指導

2022年



41%

21%

19%

19% ＞ -5％

≦ -5％

減少なし

体重不明

n=177
24%

20%

10%

45%

11%

11%

11%
67%

16%

29%

10%

45%

悪液質

前悪液質

低栄養

正常

7%
11%

11%
70%

CRPカットオフ値 1.0mg/dl

CRPカットオフ値 1.0mg/dl

当院外来化学療法センター初回介入時の問診・検査結果より

n=49

n=27



【Ⅰ－７地域包括ケアシステムの推進のための取組－⑥】

●患者の病態・状態に応じた栄養管理を推進する観点から、 において、管理栄養士が患者の状態に応じた
きめ細かな栄養管理を行う体制について、入院栄養管理体制加算を新設する。

●管理栄養士が、特定機能病院入院基本料を算定している患者に対して、 退院後の 栄養食事管理に関する指導を行い、

入院中の栄養管理に関する情報を他の保険医療機関等に提供した場合について更に評価する。

（１）特定機能病院入院基本料を現に算定している患者に対 して、 に、
入院初日及び 退院時にそれぞれ１回に限り所定点数に加算する。
この場合において、 及び は別に算定できない。

ア
を行う

イ 当該病棟に入院している患者に対して、
を行う

ウ と連携し、当該患者の を行う。

（２）別に厚生労働大臣が定める患者に対して、退院後の栄養食事管理 について指導するとともに、入院中の栄養
管理に関する情報を示す文書を用いて患者に説明し、これを他の保険医療機関、介護老人保健施設等又は福祉
型障害児入所施設と共有した場合に、退院時１回に限り、 として を更に所定点数に
加算する。

（１）当該病棟において、 され ていること。
（２） であること。
（３）栄養情報提供加算の対象患者は、疾病治療の直接手段として、医 師の発行する食事箋に基づき提供された

適切な栄養量及び内容を 有する特掲診療料の施設基準等別表第三に掲げる特別食を必要とする患者、
がん患者、摂食機能若しくは嚥下機能が低下した患者又 は低栄養状態にある患者であること。
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utrition and ercise reatment for dvavced ancer : プログラム





Naito,T et al. Asia Pac J Oncol Nurs.(2019)より一部改変作成



エドルミズ錠製品概要より
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